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八
月
二
十
九
日
早
朝
に
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
朝

鮮
）
が
発
射
し
た
中
長
距
離
弾
道

ロ
ケ
ッ
ト
（
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
と

は
呼
称
し
て
い
な
い
）
で
、
日
本

国
内
は
安
倍
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
一
大
騒
動
が
演
出
さ
れ
て

い
る
。

「
発
射
直
後
か
ら
ミ
サ
イ
ル
の
動

き
は
完
全
に
把
握
し
て
い
た
」

（
首
相
安
倍
）
と
言
い
な
が
ら
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
ロ
ケ
ッ
ト
通
過
地

点
で
あ
っ
た
北
海
道
か
ら
遠
く
離

れ
た
東
北
地
方
南
部
や
関
東
地
方

北
部
、
信
越
地
方
に
ま
で
押
し
広

げ
、
意
図
的
に
危
機
を
煽
り
立
て

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
幹
線
や
在

来
線
は
一
時
運
行
を
停
止
し
、
休

校
措
置
や
授
業
時
間
を
遅
ら
せ
た

学
校
が
北
海
道
、
青
森
の
ほ
か

に
、
宮
城
、
福
島
な
ど
各
道
県
に

及
ん
だ
。
二
十
九
日
、
国
連
安
保

理
は
日
米
韓
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま

れ
た
こ
の
事
案
に
対
し
、
全
会
一

致
で
「
対
北
朝
鮮
非
難
」
の
議
長

声
明
を
採
択
。
さ
ら
に
三
十
日
、

国
会
は
「
モ
リ
・
カ
ケ
」
事
件
で

は
あ
れ
ほ
ど
嫌
が
っ
て
い
た
閉
会

中
審
査
を
今
度
は
自
民
党
も
い
そ

し
ん
で
開
催
し
、
衆
参
委
員
会
全

会
一
致
で
「
対
北
朝
鮮
抗
議
決

議
」
を
採
決
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
日
本
国
内
で
は
侮

蔑
し
た
よ
う
に
「
北
朝
鮮
」
と
い

う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

朝
鮮
の
主
張
を
知
る

は
た
し
て
朝
鮮
は
「
挑
発
」
を
繰

り
返
し
て
い
る
の
か
？
　「
何
を

し
で
か
す
か
わ
か
ら
な
い
国
」
な

の
か
？
　
わ
た
し
は
断
じ
て
否
と

言
う
。
な
ぜ
か
？
　
ま
ず
は
安
倍

政
権
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
垂
れ
流

す
「
北
朝
鮮
情
報
」
に
眉
に
つ
ば

を
つ
け
、
朝
鮮
が
何
を
主
張
し
て

い
る
の
か
に
直
接
目
を
向
け
、
耳

を
傾
け
て
み
た
い
。

今
回
の
弾
道
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
に
つ

い
て
朝
鮮
は
、
度
重
な
る
警
告
を

無
視
し
て
数
万
人
の
米
韓
軍
、
官

民
数
十
万
人
を
動
員
す
る
米
韓
合

同
軍
事
演
習
ウ
ル
チ
・
フ
リ
ー
ダ

ム
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
（
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）

を
強
行
し
た
こ
と
に
あ
る
と
主
張

す
る
。
米
韓
大
規
模
軍
事
演
習
キ

ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
と
フ
ォ
ー
ル
・
イ

ー
グ
ル
に
加
え
、
こ
の
Ｕ
Ｆ
Ｇ
も

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
を
適
用

し
て
、
有
事
の
際
の
朝
鮮
の
指
揮

部
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
施
設
を
先
制

攻
撃
す
る
状
況
を
仮
想
し
て
訓
練

を
行
な
う
な
ど
、
公
然
と
体
制
転

覆
、
指
揮
部
斬
首
作
戦
な
ど
を
演

習
し
、
そ
の
攻
撃
性
を
切
れ
目
な

く
強
化
し
て
き
た
か
ら
だ
。

八
月
三
十
日
、
朝
鮮
労
働
党
機
関

紙
『
労
働
新
聞
』
は
「
本
社
政
治

報
道
班
」
の
署
名
が
つ
い
た
文
書

で
《
世
界
が
周
知
す
る
よ
う
に
、

朝
鮮
人
民
軍
戦
略
軍
の
中
長
距
離

戦
略
弾
道
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
訓
練

は
、
重
大
な
意
味
と
重
み
が
込
め

ら
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
警
告
に
挑
戦

し
、
つ
い
に
強
行
さ
れ
て
い
る

「
ウ
ル
チ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
」
合
同
軍
事
演
習
に
備
え

た
対
応
武
力
示
威
の
一
環
と
し
て

進
行
さ
れ
た
》と
指
摘
し
、《
最
高

指
導
者
・
金
正
恩
同
志
》
の
言
葉

を
紹
介
す
る
か
た
ち
で
、《
今
回

の
弾
道
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
訓
練
は
、

わ
が
軍
隊
が
行
な
っ
た
太
平
洋
上

で
の
軍
事
作
戦
の
第
一
歩
で
、
侵

略
の
前
哨
基
地
グ
ア
ム
島
を
牽
制

す
る
た
め
の
意
味
深
長
な
前
奏
曲

と
な
る
》と
明
ら
か
に
し
た
。そ
し

て
発
射
日
を
二
十
九
日
と
し
た
理

由
を
、《
朝
鮮
人
民
軍
戦
略
軍
の

全
将
兵
は
、
一
〇
七
年
前
の
「
韓

日
合
併
」
と
い
う
恥
辱
的
な
条
約

が
公
布
さ
れ
た
血
の
八
月
二
十
九

日
に
、
残
忍
で
悪
ら
つ
な
日
本
島

国
種
族
た
ち
が
び
っ
く
り
仰
天
す

る
大
胆
な
作
戦
を
展
開
し
、
首
都

圏
地
域
か
ら
弾
道
ロ
ケ
ッ
ト
を
発

射
》
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

す
で
に
八
月
八
日
の
朝
鮮
人
民
軍

戦
略
軍
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声
明

で
、《
朝
鮮
人
民
軍
戦
略
軍
は
、

時
を
選
ば
ず
南
朝
鮮
上
空
に
飛
び

込
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
を
刺
激
し
威

嚇
恐
喝
し
て
い
る
米
帝
の
核
戦
略

爆
撃
機
が
巣
食
っ
て
い
る
ア
ン
ダ

ー
セ
ン
空
軍
基
地
を
含
む
グ
ア
ム

島
の
主
要
軍
事
基
地
を
制
圧
牽
制

し
、
米
国
に
厳
重
な
警
告
信
号
を

送
る
た
め
に
、
中
長
距
離
戦
略
弾

道
ロ
ケ
ッ
ト
「
火
星
‐
12
」
型
で

グ
ア
ム
島
周
辺
に
対
す
る
包
囲
射

撃
を
断
行
す
る
た
め
の
作
戦
方
案

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
》
と
明

ら
か
に
し
、
翌
九
日
に
は
朝
鮮
人

民
軍
戦
略
軍
司
令
官
・
金キ
ム

洛ラ
ッ

兼
ギ
ョ
ム

大
将
が
、《
わ
れ
わ
れ
が
発
射
す

る
中
長
距
離
戦
略
弾
道
ロ
ケ
ッ
ト

「
火
星
‐
12
」
型
は
、
日
本
の
島

根
県
、
広
島
県
、
高
知
県
上
空
を

通
過
す
る
こ
と
に
な
り
な
が
ら
、

飛
距
離
三
三
五
六
・
七
km
を
一
〇

六
五
秒
間
飛
行
し
た
後
に
、
グ
ア

ム
島
周
辺
三
〇
～
四
〇
km
の
海
上

水
域
に
着
弾
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
》
と
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が

あ
る
。

グ
ア
ム
と
北
海
道

な
ぜ
、
グ
ア
ム
島
な
の
か
？
　
そ

れ
は
す
で
に
朝
鮮
側
主
張
で
明
ら

か
な
よ
う
に
、
グ
ア
ム
島
に
あ
る

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
か
ら

「
死
の
黒
鳥
」
と
呼
ば
れ
る
核
爆

弾
搭
載
可
能
な
戦
略
爆
撃
機
Ｂ
‐

１
Ｂ
、
Ｂ
‐
52
が
米
韓
合
同
軍
事

演
習
の
度
に
飛
来
し
（
中
継
点
の

日
本
上
空
で
は
航
空
自
衛
隊
戦
闘

機
Ｆ
‐
２
や
Ｆ
‐
15
が
幾
度
も
共
同

訓
練
も
行
な
っ
て
い
る
）、
朝
鮮

を
威
嚇
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
今
回
は
北
海
道
上
空

だ
っ
た
の
か
？
　
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の
期
間

と
重
な
る
八
月
十
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
、
北
海
道
で
行
な
わ
れ
た

日
米
合
同
軍
事
演
習
「
ノ
ー
ザ

ン
・
ヴ
ァ
イ
パ
ー
」
で
は
、
沖
縄

か
ら
オ
ス
プ
レ
イ
と
米
海
兵
隊
、

そ
し
て
陸
上
自
衛
隊
を
投
入
し
て

史
上
最
大
規
模
の
軍
事
演
習
が
行

な
わ
れ
た
。
日
本
で
は
、
八
月
五

日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沖
で
墜
落

事
故
を
起
こ
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の

投
入
に
抗
議
の
声
が
挙
げ
ら
れ
た

が
、
こ
の
日
米
合
同
軍
事
演
習
を

朝
鮮
は
ど
の
よ
う
に
見
た
の
か
？

朝
鮮
の
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
が

運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ

『
ウ
リ
ミ
ン
ジ
ョ
ク
キ
リ
（
わ
が

民
族
同
士
）
Ｔ
Ｖ
』
で
は
、
在
中

国
の
朝
鮮
人
が
書
い
た
文
書
「
北

侵
を
弄
ぶ
米
日
間
の
露
骨
な
結

託
」
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に

紹
介
し
た
。《
米
国
は
南
朝
鮮
で

か
れ
ら
が
繰
り
広
げ
て
い
る
「
ウ

ル
チ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
」
合
同
軍
事
演
習
で
も
足
り

ず
に
、
日
本
と
結
託
し
て
ふ
た
た

び
軍
事
演
習
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
米
国
と
日
本
が
繰
り
広
げ
て

い
る
戦
争
演
習
は
、
だ
れ
が
見
て

も
明
白
な
対
朝
鮮
侵
略
野
望
の
発

露
で
あ
り
、
た
だ
で
さ
え
尖
鋭
な

朝
鮮
半
島
と
地
域
情
勢
を
一
触
即

発
の
核
戦
争
局
面
へ
と
追
い
立
て

る
危
険
千
万
な
軍
事
的
妄
動
に
他

な
ら
な
い
》
と
。

つ
ま
り
、
朝
鮮
は
日
米
韓
が
一
体

と
な
っ
て
切
れ
目
な
く
侵
略
攻
撃

を
仕
掛
け
て
き
て
い
る
と
受
け
止

め
て
い
る
の
だ
。
そ
の
歴
史
的
根

源
を
、
同
じ
『
ウ
リ
ミ
ン
ジ
ョ
ク

キ
リ
』
に
掲
載
さ
れ
た
八
月
二
十

五
日
付
論
評
「
民
族
の
一
〇
〇
年

宿
敵
ど
も
の
不
純
な
野
合
」
で

は
、
日
露
戦
争
中
の
一
九
〇
五
年

七
月
に
日
米
間
で
取
り
交
わ
し
た

「
桂
＝
タ
フ
ト
協
定
」
に
求
め
、

一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
侵
略

攻
撃
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
主
張

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
〇
年

以
上
の
歴
史
に
遡
っ
て
現
在
の
朝

鮮
半
島
を
め
ぐ
る
情
勢
を
見
抜
く

視
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

冒
頭
で
指
摘
し
た
「
挑
発
を
繰
り

返
し
、
何
を
し
で
か
す
か
わ
か
ら

な
い
」
の
は
朝
鮮
の
側
で
は
な

く
、
朝
鮮
を
侵
略
支
配
し
よ
う
と

企
む
日
米
韓
の
側
で
あ
り
、
朝
鮮

は
自
主
・
自
決
の
旗
幟
を
掲
げ
て

そ
れ
と
断
固
と
し
て
闘
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
態
度

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
許

し
て
い
る
日
本
帝
国
主
義
足
下
の

わ
れ
わ
れ
が
取
る
べ
き
態
度
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
？
　
そ
れ
は
安
倍

政
権
の
扇
動
に
踊
ら
さ
れ
て
「
圧

力
」
を
高
め
る
道
を
と
る
の
で
は

な
く
、
ま
た
「
米
朝
の
チ
キ
ン
レ

ー
ス
」
論
や
「
ど
っ
ち
も
ど
っ

ち
」
論
の
う
え
に
立
つ
の
で
も
な

く
、
は
っ
き
り
と
自
国
帝
国
主
義

が
朝
鮮
侵
略
に
乗
り
出
し
て
い
る

事
実
を
自
覚
し
、
こ
れ
と
闘
う
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
日
本
の
労
働
者
階

級
が
取
る
正
し
い
道
で
あ
る
。

「
自
主
な
く
し
て
平
和
は
な
い
」

―
―
こ
れ
は
、
さ
る
八
月
十
五

日
、
七
二
年
目
の
解
放
記
念
日

（
光
復
節
）
を
迎
え
た
韓
国
ソ
ウ

ル
で
民
主
労
総
が
主
催
し
た
「
二

〇
一
七
年
光
復
七
二
周
年
８
・
15

全
国
労
働
者
大
会
」
の
闘
争
決
議

文
に
記
さ
れ
た
言
葉
だ
。
こ
の
決

議
文
で
「
民
族
が
あ
い
争
う
戦
争

を
断
固
と
し
て
拒
否
す
る
」
と
参

加
し
た
労
働
者
た
ち
は
誓
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
労
働
者
大
会
後
に

開
か
れ
た
「
８
・
15
汎
国
民
平
和

行
動
」
に
は
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨

を
つ
い
て
一
万
余
の
労
働
者
人
民

が
集
ま
り
、
Ｕ
Ｆ
Ｇ
中
断
、
サ
ー

ド
配
備
反
対
、「
日
韓
慰
安
婦
合

意
」
破
棄
な
ど
を
叫
び
な
が
ら
駐

韓
米
大
使
館
前
に
む
か
っ
て
デ
モ

行
進
を
繰
り
広
げ
た
。
日
本
で
も

在
日
団
体
や
心
あ
る
日
本
人
民
が

駐
日
米
大
使
館
や
国
会
周
辺
で
戦

争
反
対
の
行
動
を
起
こ
し
て
い

る
。
日
本
の
朝
鮮
侵
略
の
歴
史
と

現
状
が
も
つ
犯
罪
性
、
そ
し
て
朝

鮮
の
自
主
・
自
決
の
も
つ
歴
史
的

重
み
を
し
っ
か
り
と
考
え
抜
き
、

こ
の
「
朝
鮮
敵
視
」
状
況
に
立
ち

向
か
っ
て
い
こ
う
。�【
土
松
克
典
】
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自
主
な
く
し
て
平
和
は
な
い

日
本
人
民
は
朝
鮮
の
声
に
耳
を
傾
け
日
米
韓

の
戦
争
挑
発
に
楔
を
う
つ
闘
い
に
起
と
う
！


